
開館時間 ＜月・水～土＞ 9時30分～20時 ＜日・祝＞9時30分～17時
休館日 火曜日

▶お申込先◀
「さんかく岡山」 電話のみで受付
TEL 086‐803‐3355

＊当日は、マスク着用など感染症防止対策にご協力をお願いします。
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申込受付開始
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３月８日 国際女性デー「ミモザの日」 関連事業
岡山市男女共同参画社会推進センター「さんかく岡山」主催
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“ジェンダー”ってなあに？３月８日は国連が決めた
“国際女性デー”です！

1908年にニューヨークで行われた婦人参政権
を要求するデモを起源とし、1975年に国連が制
定した、女性への差別撤廃と地位向上を訴える日
です。
イタリアではこの日は、FESTA DELLA DONNA
（フェスタ･デラ･ドンナ＝女性の日）とされ、男性か
ら女性にミモザの花を贈る風習があります。このこ
とから『ミモザの日』とも呼ばれます。

☆「さんかく岡山」へのアクセス☆
岡山市北区表町三丁目14-1-201

●JR岡山駅から南東へ1.5km （徒歩約20分）
●路面電車 ＜清輝橋行＞「新西大寺町筋」下車（東へ徒歩約1分）

＜東山行＞ 「西大寺町」下車 （西へ徒歩約3分）
●天満屋バスステーションから南へ約500m（徒歩約7分）
●契約駐車場はございません。お車でお越しの方は、
近隣の有料駐車場をご利用ください。

岡山大学落語研究会ＯＧ。パンチの利いた語り
口で、聴衆を笑いの渦に巻き込む。頭のネジが
3本ほど外れた人物？ を描いた落語を得意とし
ている。

昭和46年、岡山の大学生に交じって落語を始める。
退職後、東京から帰省し落語道楽を再開。現在、岡山
おもれぇ会副会長として活躍。こよなく『落語』と『沖
縄』と『食』を愛する。

はなのや ぱふぇ

40歳を超えてから落語と出会い、はや18年目。
私の落語人生は高座に上がることから始まりま
した。もちろん聴くのも大好き。高松の定例会
や婦人会、老人会に呼んでいただき幸せもので
す。

かすがや みっち

まつなが てつし

しょうかいてい きっす

2009年長唄三味線方松永鉄九郎師に入門、三味
線を始める。2014年家元より松永鉄四の名前を
名乗ることを許される。長唄のカッコよさ、楽し
さ、美しさを自らも三味線で表現できるよう勉強
中。

ジェンダーとは生物学的な『性（sex）』ではな
く、『社会的に作りだされた性のありよう』のこと。
たとえば、「女性はピンク、男性はブルー」とか「男
は仕事、女は家事・育児」という考え方もジェンダー
です。 日常生活の中で当たり前と思われ見過ごさ
れている性差別的な意識を取り払い、誰もが個性を
発揮できる社会をつくりましょう。


